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１．技術職員の業務体制 
筑波大学の研究基盤総合センターは、開学時に作

られた 5 つのセンターを統合して、各部門へと再
編し設立された。現在は改組され 4 部門となって
いる。研究基盤総合センター長の下、各部門を担当
する副センター長が、教員と技術職員をまとめてい
る。 

 
①応用加速器部門では、静電加速器を用いた物理学

や工学等の研究、教育が行われている。加速器に
は放射線及び高圧ガスが使用されている。放射線
管理は教員が行い、高圧ガス設備は副センター長
を保安統括者に、教員が同代理者を、技術職員が
保安係員と同代理者として管理している。また、
技術職員は計算器、イオン源、機器・施設、電気
一般の各担当に分けられ実験サポートをしてい
る。加速器運転は、技術職員が日替わりで担当し
ている。 

②低温部門の業務は、寒剤の製造と供給や設備の安
全管理等と共同利用に分けられ、前者は技術職員
が担当し、後者は教員が担当している。低温部門
の液化棟にはヘリウム液化機や回収圧縮機等が
あり、高圧ガス製造事業所となっているため、副
センター長を保安統括者に、教員が同代理者を、
技術職員が保安係員と同代理者として管理して
いる。技術職員はヘリウム液化機運転、液体ヘリ
ウム供給を一ヵ月交代で担当している。 

③分析部門には各種分析機器が設置されている。技

術職員と派遣技術職員及び準研究員は、担当の各

種分析機器の利用受付から講習、技術的サポート、

管理等の全てを行っている。また、委託分析は技

術職員のみが担当している。 

④工作部門には、機械工作室とガラス工作室があり、

専門の技術職員と技術補佐員がいる。実験装置や

試料等の機械工作は、教員が技術相談と依頼受付

をした後に、技術職員と技術補佐員が行っている。

ガラス機器ついては、技術職員が技術相談と依頼

受付後に、製作及び修理をしている。 

２．技術職員の資格や免許等の取得状況 
職務上必要な資格や免許等の取得状況は、表 1 

の通りである。 
応用加速器部門の技術職員は、高圧ガス製造保安

責任者（第三種冷凍機械責任者免状）やゴンドラ特
別教育等の資格を取得している。 
低温部門の技術職員は、高圧ガス製造保安責任者

（乙種機械責任者免状）やクレーン運転業務特別教
育講習等の資格を取得している。 
分析部門の技術職員は、第二種酸素欠乏危険作業

主任者の資格を取得している。 
工作部門の技術職員は、ガス溶接技能講習や自由

研削砥石の取り替え業務特別教育等の資格を取得
している。 
研究基盤総合センターの技術職員は、長年の業務

で得た幅広い専門的な技術・知識・経験を生かして、
研究や教育の技術的支援を行う設備の維持管理・運
用・改善や利用者の安全教育等を行っている。 
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表 1. 資格や免許等の取得状況 
　資格・免許等名称 　　　 　　　　　　　従事している業務内容

高圧ガス製造保安責任者―第三種冷凍機械責任者免状 高圧ガス保安係員
第一種放射線取扱主任者免状 放射線取扱主任者の補佐

応用 情報処理技術者 計測制御プログラミング
加速器 ゴンドラ特別教育 １２ＵＤペレトロン加速器整備作業
部門 玉掛技能講習 クレーンに荷をつける玉掛け作業

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習 加速器タンク内での作業
クレーン運転業務特別教育講習 クレーンの運転
第二種酸素欠乏危険作業主任者 加速器タンク内整備作業
高圧ガス製造保安責任者―乙種機械責任者免状 高圧ガス製造事業所の保安管理

低温部門 クレーン運転業務特別教育講習 クレーンによる低温容器の搬入出作業
玉掛技能講習 クレーンに荷をつける玉掛け作業
普通自動車運転免許 トラックによる低温容器の運搬

分析部門 第二種酸素欠乏危険作業主任者 NMR装置設置室内の安全確保
アーク溶接の業務に関する安全衛生特別教育 金属溶接作業
ガス溶接技能講習 ガス溶接作業

工作部門 玉掛技能講習 クレーンに荷をつける玉掛け作業
クレーン運転業務特別教育講習 クレーンの運転
自由研削砥石の取り替え業務特別教育 携帯用・卓上グラインダ、切断機等の砥石の取替え作業

業務体制および関連する資格や免許等の取得状況：アイソトープ総合センター 
渡邊 浩 

筑波大学アイソトープ総合センター 

〒305-8577 茨城県つくば市天王台 1-1-1 

 

 

１．技術職員の業務体制 
アイソトープ総合センターの技術職員は総員 6 

名で医学 RI（1,220 m2）、アイソトープ総合センター
（2,588 m2）、生命環境 RI（1,118 m2）の 3 施設を
各 2 名で担当している。 
業務は放射線障害防止法に基づく①放射線管理、

② RI 施設の作業環境測定、学内 X 線装置の測定
作業、③放射線施設の維持管理を行っている。①～
③項目について業務を紹介する。 

 
①放射線管理 
放射線の管理は各施設ごとに、放射線業務従事者

数 150～200 名の被ばく測定、放射性同位元素の使
用・保管・廃棄状況の記録簿作成、空間放射線線量、
放射能表面汚染密度の測定記録、放射性廃棄物の梱
包作業、放射性廃水の測定と排水作業等である。緊
急作業では休日深夜問わず震度 4 以上発生時にお
ける施設点検と発生 45 分以内に文部科学省への報
告も行っている。 

 
② RI 施設の作業環境測定、学内 X 線装置の測定 

3 施設とも非密封 RI を使うため、各施設ごとに
作業環境測定を毎月 1 回行っている。学内 X 線装
置（総数 58 台）の測定は年 2 回行っている。 
 
③放射線施設の維持管理 
施設の維持管理は空調設備、暖冷房用冷凍機、RI

排水処理設備の運転保守を行っている。3 施設とも
昭和 50 年代の建屋のため設備が痛み維持管理に労
力を費やすことが多くなってきた。 

 

２．技術職員の資格や免許等の取得状況 
アイソトープ総合センターの技術職員の資格・免

許の取得状況を表 1 に示す。必要理由を以下に記す。 
第 1 種放射線取扱主任者免許は特に放射線管理

において必要としている。 
第 1 種作業環境測定士（放射性物質）、エックス

線作業主任者免許は労働安全衛生法による測定業務
に必要、第 1 種衛生管理者および衛生工学衛生管理
者は労働衛生の知識として必要と考えられる。 
放射線施設の維持管理には冷凍機機械責任者、建

築物環境衛生管理技術者、危険物取扱者、電気工事
士、電気通信設備工事担任者（総合種）等の免許知
識があることにより保全・保守作業が円滑に進むと
思われる。また技術レベルの向上も図れ、かつ仕事
の領域も広がると考えられる。 

表 1. 資格や免許等の取得状況  

資格・免許等名称 業務の必要個所 

第 1 種放射線取扱主任者  放射線障害防止法による放射線管理 

第 1 種作業環境測定士（放射性物質）、（鉱物性粉じん、特定化学物質、有機溶剤）  労働安全衛生法による測定業務 

エックス線作業主任者・ 第 1 種衛生管理者・衛生工学衛生管理者  労働安全衛生法による測定等の業務 

建築物環境衛生管理技術者  施設の維持管理（建屋設備の保守） 

第 2 種冷凍機械責任者、第 3 種冷凍機械責任者、2 級ボイラー、1 級ボイラー技士 施設の維持管理（冷凍機の運転） 

危険物取扱者（乙 4）  施設の維持管理（実験用溶剤管理） 

クレーン運転資格・玉掛け作業資格  施設の維持管理（γ線遮蔽物の移動） 

電気工事士  施設の維持管理（電気配線工事） 

電気通信設備工事担任者（総合種）  施設の維持管理（電話・光ファイバー工

事） 
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